
上下水道施設のメンテナンスの高度化・効率化に資する「点検調査」、「劣化予測」、「施設情報の管理・活用」
等に活用できるDX技術（計１１９技術※）を掲載
※ 水道：７３技術、下水道：９１技術 （水道・下水道どちらにも活用できる技術があるため合計は一致しない）

今後も定期的にカタログに掲載する技術を追加し、内容を充実
カタログを活用し、全国の上下水道において、今後３年程度でDX技術を標準実装できるよう取組を実施

上下水道DX技術カタログ（R7.3.28 国土交通省HPで公開）

ドローンによる管路内の調査技術

• 人では進入困難な狭小空間でも安定
飛行が可能

• 硫化水素が滞留するような現場でも
安全な場所から点検調査が可能

地中レーダによる空洞調査技術

• 地中レーダを用い、覆工厚さや背面空洞を連続的
に調査可能

打音調査（衝撃弾性波法）による管路の健全度評価技術
• 管に軽い衝撃を与えることにより発生する振動を
加速度センサ等により計測

• 管路の健全度や安全度を定量的に評価

目的・要素技術等の条件から効率的にカタログ掲載技術を引き出すことが可能

下水道管路の「全国特別重点調査」に活用できる技術も掲載

点検調査 劣化予測 施設情報の管理・活用

人工衛星 AI ビッグデータ解析 ドローン TVカメラ

IoT センサースマートメーター ロボット

目的

要素技術

検索結果 ６件

対象施設

水道 下水道

取水施設 導水施設 浄水施設

送配水施設 給水装置 その他

汚水処理施設 汚泥処理施設 ポンプ場施設

管路施設 その他

技術の保有者技術名

○○(株)○○技術

(株)○○○○技術

希望する条件を
選択して検索

※検索条件例
・下水道管路施設
・点検調査
・ドローン

利用者が知りたい技術情報を掲載

個別の技術情報へ

・
・
・

・
・
・

導入自治体からのコメント

思っていた以上に映像が鮮明。通常はこれだけ隅々まで見るのは難しい。
従来気づくことのできなかった設備の不具合などの早期修繕に効果を発揮

コスト
約2,800円/m（TVカメラ調査、衝撃弾性波検査等）
※ 試算条件：管路延長1,000m（管径Φ250mm）

導入実績
R5末時点で東京都水道局の水路トンネルなど900件以上の実績

（別添）


